追加問題・・・第２外科復元問題解答最終版には未掲載
	問題?10（本来は問題3-1ですが、第２外科復元問題 解答 最終版.docでは他の問題が3-1となっているためここでは単に問題?10として扱います。）

正しいものを3つ選べ。

(a)胃の大弯に分布する動脈は、胃大網動脈である。

(b)左胃静脈は門脈に流入する。

(c)壁細胞からはペプシノーゲンが分泌される。

(d)十二指腸のBrunner腺からも酸が分泌される。

(e)十二指腸は上腸間膜動脈の背側を通る。


【解答】(a)（b）(e)
【解説】

(a)○左右の胃大網動脈が分布します。

(b)○食道の下１／３です。

(c)×主細胞…ペプシノーゲン、副細胞…粘液、壁細胞…胃酸、内因子（ビタミンB12の吸収に関与）。

(d)×Brunner腺（十二指腸腺）はアルカリ性のムコイド物質を分泌し、pHを膵臓酵素が最も効果的になるレベルに調節して、産生乳糜粥から十二支腸粘膜を守っていると考えられています。
(e) ○十二指腸水平部は腹部大動脈と上腸間膜動脈起始部に挟まれているので、上腸間膜動脈によって圧迫されやすく、閉塞をきたしやすくなっています（上腸間膜動脈性十二指腸閉塞症）。
【参考】病気がみえるvol.1消化器p37,49,53、step外科②消化器外科、小児外科p98
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